
「私たちの防災に関する意識調査」 

指導教員：講師 宮城 和美 

 

Ⅰ.目的   

近年では、毎年のように自然災害が頻発し、甚大な被害が発生している。富山県は全

国的にみて災害が少ないイメージがあるが、過去の歴史を振り返れば地震、水害、季節

風による豪雪に見舞われることもあったとされている。また、政府が提唱する災害対策

用の備蓄品量の目安は、３日間程度とされている。 

そこで、私たちは本学に在学する学生・教職員に防災に関する意識調査をすることに

した。 

 

Ⅱ.方法 

期間：10月 22日～11月 11日 

  対象：本学の全学科在学生及び教職員 

調査方法：アンケート 

 

Ⅲ.結果 

  本学の学生 311人・教職員 41人を対象にアンケートを取った。 

１．年齢について（図１．２） 

 

学生の年齢は 10代 172人、20代は 127人、30代は 9人、40代は 1人、50代が 2人だった。

教職員は、20代が 3人、30代が 5人、40代が 14人、50代が 19人だった。 
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２．防災の関心について（図３） 

 「防災に関心がややある」という回答が学生・ 

教職員ともに多く、学生 175人、教職員 26人だっ

た。学生の回答で、二番目に多かったのは「防災に

関心があまりない」であり、93 人だった。教職員

で二番目に多かったのは、「防災に関心がとてもあ

る」で 8人だった。 

 

 

３．1番心配な災害について（図４） 

１番心配な災害では、「地震」という回答が

学生・教職員ともに多く、学生 190 人、教職

員 31人だった。学生・教職員ともに２番目に

多かったのは、「火災」で学生 52人、教職員 5

人だった。 

 

 

４．周辺の避難場所について（図５） 

自宅周辺の避難場所では、学生の回答では、

「何となく知っている」という回答が 1番多く、

159人だった。教職員の回答では、「知っている」

という回答が 1番多く、27人だった。学生と教

職員で避難場所の周知力に差が出た。 

 

 

 

５．発生時の備蓄について（図６．７） 

  

学生・教職員ともに 1番～3番は同じ備蓄品であった。最も多い回答は「非常食」で、学生



77 人、教職員 17 人だった。２番目に多かったのは「水」。3 番目に多かったのは「懐中電

灯」だった。学生では、水 68人、懐中電灯 52人。教職員では、水 17人、懐中電灯 6人だ

った。その他にも、学生では「ラジオ」や「防寒グッズ」、「個人情報に関する書類」などの

回答もあった。教職員では、「ガスコンロ」や「乾電池」、「ビニール袋」などの回答があっ

た。 

 

Ⅳ.考察 

今回、調査を行ってみて、「防災に関心をもっている人」の中で、特に心配な災害につい

ては、学生も教職員も「地震」と答えた人が多かった。その理由として、現在日本の至ると

ころで地震が多く発生しているため意識が向けられていると考えられる。 

 避難場所の認識に関しては、学生と教職員で大きく差が出た。学生は、「何となく知って

いる」、教職員では「知っている」と答えた人が多かった。そのことから、 

教職員に関しては、何十年前に阪神淡路大震災があったことや、何歳の頃に豪雪があったな

どの、記憶から、安全な場所に避難するためにも、避難場所を認識しておく必要があるので

はないかと考えられる。学生でも「知っている」と答えた人も多くいたが、家族から教えて

もらっていたり、自分で調べたりしているのではないかと思う。また、防災発生時の備蓄に

ついての本学の学生及び教職員ともに、「非常食」、「水」、「懐中電灯」の順での回答が多か

った。日本気象協会の 2018年の備蓄調査では、「水」、「ティッシュペーパー」、「除菌ウェッ

トティッシュ」の順に多くの回答がみられた。そのことから、健康や、生活を維持するため

の備蓄をして、災害に備えているのだと考えられる。 

いざというときに自分の命・安全を守るためにも、避難場所をハザードマップで確認し、

家族と共有することが大切になってくるのではないかと考えられる。 

 

Ⅴ.まとめ 

学生と教職員による防災への関心については、学生・教職員ともに「ややある」という回

答が最も多く見られた。今よりも防災に関する知識を高めるためには、日頃からニュースを

見ることや、日本で起きている災害に興味をもつことや、地域で行われている防災訓練に積

極的に参加することなどが必要だと分かった。 

また、ハザードマップに関心を持ち、自宅周辺の避難場所を、定期的に確認することも必

要である。備蓄のアンケートでは、学生・教職員ともに非常食が 1番多いという結果になっ

た。食料品の備蓄においては、政府が推奨するローリング・ストックと呼ばれる方法がある。

日常的に災害時に必要なものや、食料を使用した分だけ買い足すことが必要である。そうす

ることで、常に家庭に新しい非常食を備蓄するという「買い替え」ではなく、「消費」をし

ながら行う方法をすると、効率よく備蓄することができることが分かった。 

富山県は災害が少ない県ではあるが、突然起こりうる事態に急に慌てることがないよう

に、日頃から意識しておく必要があると考える。 
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